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1．はじめに

　2004 年 12 月 に文 部科学省よ り公 表され た

「PISA2003（科 学的リテ ラシ ー）及び TIMSS2003

（理 科）結果 の 分析 と指導改善の 方向 」に お い て

「我 が 国 の 児童生 徒 の 学力 は ，国際的に み て 上 位

にあるもの の ，一部に低下が見られ，また ，学ぶ意

欲や学習習慣につ い て は，なお課題がある。」と報

告され てい る。子 どもたち の 理科離れや学力低下

などの 問題 も指摘される中，理 科学習に おける学

び の あり方にっ い ての 議論が高まっ て きてい る。

　 学ぶ意欲 が課題 となっ て い るの は，子どもたちに

とっ ての 科学が与えられるもの で あり，自分 で 考え，

構 成し て い くこ との 面 白さを実感で きて い ない こ と

が 要 因 の
一

つ で はな い か と考え る。自分 の 考え を

他者に伝える手立 て は表現するこ とに他ならない 。

自然事象をとらえる際の
一

人 ひ とりの 感性 の 現 れ

である様 々 な表 現 の 中から教師は い か に子どもの

考 えを読 み取るこ とが で きるの かが，大きな課 題 と

なる。そして ，そ の 感 性表現を授業 の 中で どの よう

に位置づ けて 教室 とい う社会の 中で 子どもたちが

考え方を発展させ たり，修正 しなが ら構成主義的

な学び へ と結びつ けて い くことが できるか が重要で

あると考える。

2．研究の 目的

　本研 究で は，子 どもが 今まで の 学びや経験か ら

構 成し，保持して い る「子 どもの 素朴概念」を含ん

だ 自然事象 の とらえを表 現 させ ることを起点とし，

自然事象や他者との かかわり（コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョン）

を重視した問題解決過程 に お い て，その 表現がど

の ように変容し，子 どもたちなりの科学概念を構成

して い くか に つ い て検討することを目的とする。

　また，そ の 過程にお い て 子 どもたちの 表現 の 中

に見られるメタフ ァ
ー（比 喩表 現）に着 目し， そ の 解

釈 の 方 途を探るとともに ， その 表 現を授 業 の 中 心 に

据 えて 展開するこ とによっ て
，

「子 どもの 素朴概 念 」

か ら「科学概念」へ の 「橋渡し的役割 」となりうるこ と

を検証する 。 PISA 調 査における科学的リテラシ
ー

の 科 学的 プ ロ セ ス （問題 を見 い だし，問題 解決 の

方法 を理解し，知識を構 築する）を意識 した子 ども

なりの 論理 を構 築して い く構成主義的な理科授 業
の あり方 を模索す るとともに ， 個 々 の 表 現をもとに

対話を重視した協同 的な学び を中心 に授業を展

開するこ とで，個の 変容と教室とい う社会（全体）の

中で 合意され て い く概念との 関係性に つ い ても明

らか に した い と考え る。そ の 際 に は ，子 どもの 学 び

の 履歴 をポー
トフ ォ リオ として 評 価 し，対話 を補助

する情報提示機能として の 電子 黒板の 効果的な活

用に つ い て も検討する。

3．授業実践の概要

　第4学年 「空気や水の せ い しっ 」の 単元 にお い

て 大和 市立 N 小 学校2クラス （66 名）に対して 学習

前 の 「空気 の イメ
ー

ジ」をふ まえ，「空気 で っ ぽうの

玉が飛ぶ の はなぜだろう」とい う学習課題を基 に学

習を立 ち上 げ，授業を行っ た。

　図 1は，そ の 1例を示したもの で ある。これ に よる

と，目に見えない 空気を人にた とえて袋の 中にある

とし，圧すと圧し返す理 由を体積が減ることに よっ

て空気がきっ くなるか らと日常生活で の経験をふ ま

えて述 べ てい る。また，空気を丸 い 粒で とらえてい

る表 現なども見 られ ，粒 子概念 へ とつ な が るもの と

考えられる。

こ の ような感性表現 を基に閉じ込 めた空気に力

が加 わる 前後 の 状態 をとらえ，空 気 と比較しながら

水との 性 質 の 違い に迫る展 開として 実践を行 っ た。

図1 「空気の イメージ 」につ い て の 描画（学習前）

《授業実践期間 ：平成 18 年 10月〜11 月》

上記 の 視点に基づ き，授業実践を通して分析を

行 っ た。子 どもたち の 表現 の 変容 ならび に分析結

果 の 詳細 につ い て は ， 調査継 続 中の ため発 表時 に

紹介する。
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